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　富山県ＳＤＧｓ宣言において宣言した取組みの実施状況について、下記の通り報告します。

１　取組み期間　　　　　令和4年4月1日～令和5年3月31日

２　取組みの実施状況

№

※宣言日(ウェブサイト掲載日）から３か月に満たない場合は、翌年度からの報告となります。

富山県SDGs宣言実施状況報告書

記
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【目標】
金融経済教育等を通じて、子供たちや地域社会の金融リテラシー向上に取り組む。

【実施状況】
・金融経済教育「出前授業」は、185回、延べ8,795人（うち富山県87回、延べ4,390人）が参加。
・12月に高校生を対象としたエコノミクス甲子園（富山県地区予選）を実施。21チーム・42名が参加、高岡高校チー
ムが優勝。
・北陸銀行奨学助成財団より、富山県内の中学4校、高校4校へ教育用備品を寄贈。

2023年4月20日
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【目標】
多様な人材が活躍でき、生産性向上に繋がる職場環境を整備し、ワークライフバランスの実現を図る。

【実施状況】
・健康経営優良法人認定制度(ホワイト500)の認定を6年連続で取得。
・女性管理職比率16.8％（前年度比+0.9％）。
・男性育休休暇取得実績100％を達成。

SDGsの達成に向けた目標と取組の実施状況

1

【目標】
ESG・SDGsに関連する金融サービスの推進や、環境負荷低減への取り組みにより、持続可能な地域社会の実現
に貢献する。

【実施状況】
・SDGs評価サービスの実施済先112先（うち富山県39先）、寄贈型SDGs私募債の発行件数83件（うち富山県20
件）。また、環境関連ビジネスマッチングなどのSDGsに関連するサービスや、「地域脱炭素融資促進利子補給金」
の取り扱いを通してお客さまの取り組みを支援した。
・SDGs・脱炭素社会の推進に向けて新たなサービスとして、サスティナブルファイナンス「ほくほくThree Targets」
「ポジティブ・インパクト・ファイナンス型」の取り扱いを開始。
・北陸銀行としての2022年度CO2排出量は、2021年度のとやま水の郷でんきの導入、LED・省エネ設備・水素自動
車等の導入に加え、カーボンニュートラルガスの導入、非化石証書の活用などの取り組みにより、2013年度比約
60%減の見込み。
・北陸電力と「カーボンニュートラルの推進に向けた連携に関する協定」を締結し、取り組み第一号案件として銀行
所有地に太陽光発電所の設置を決定。（2023年夏に完成予定）
・北陸三県の銀行施設に支援型自動販売機を設置し、気軽にSDGsに貢献できる対応を実施。


